
社団法人日本女医会
長寿社会福祉委員会主催

群馬県女医会・前橋胃ろうネットワーク共催

―胃瘻栄養管理の実際―

在宅高齢者が口から食事
をとることがむずかしくなっ
たり、胃瘻から栄養食品を
注入しなければならなくな
ることが増えてきました。

どのように管理していけば
よいのでしょうか…

この講習会は、独立行政法人福祉医療機構（長寿社会福祉基金）の助成により行われています

申込先：日本女医会事務局（ＦＡＸで)　ＦＡＸ：03-3498-8769
　　　　　〒150-0002　東京都渋谷区渋谷2-8-7　青山宮野ビル3Ｆ

　　　ふ　り　が　な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属等（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　

　電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ番号

　ご連絡先　〒　　

　　　　家族　・　介護職　・　医師 ・ 看護師　・　一般その他（　　　　　　　　　　　　）

☎03-3498-0571

会場地図

日　時：2009年11月7日（土）14：00～17：00
会　場：「サンビュ―ぐんま」
　　　　　　群馬中央総合病院内　介護老人保健施設1階　

　　　　　群馬県前橋市紅雲町1丁目７－１３
　　　　　　☎　０２７－２２１－２０１１

講師：内藤　浩　群馬中央総合病院　外科部長
　　　　郡　隆之　利根中央病院　外科医長
対　象：医療関係者・介護職・その他
参加費：500円（含テキスト代）

　　　　　　　　　講習内容

1）胃瘻の挿入方法と種類

2）胃瘻栄養管理の実際と実演
　　　挿入部の観察と管理
　　　経腸栄養剤・薬剤の投与

　　　栄養剤の固形化と注入

3）栄養食品・管理機器の展示紹介

　　　　　　　協力：味の素株式会社


